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庁舎建設の第一歩を踏み出すための、最重要課題で

ある、青森市役所庁舎整備第一期工事設計業務公募型

プロポーザル審査委員会条例が総務企画常任委員会で

否決されたが、本会議では大差で可決された。常任委員

会では、社民党・市民の会（藤田まこと・三上武志）、

新政会、共産党の委員４人が賛成し、自民党新青会、市

民クラブ、公明党の委員５人が反対した。

本会議では僅差予想が一転、出席議員３９名の内賛成

２３人、反対１６人となったものである。

● 庁舎建設に係るプロポーザ

ル審査委員会条例案

● 庁舎耐震対策事業

● まちづくり寄附制度推進事業

● 青森駅周辺整備推進事業

● 大雨被害復旧費

● 市営住宅小柳第一団地 D棟

新築工事契約

● 子ども・子育て支援新制度

移行に伴う関係条例の制定

など

青森駅周辺整備計画を含む、市提案の議案すべて可決

藤 田 まこと藤 田 まこと

地
域
の
皆
さ
ま
、
青
森

市
議
会
議
員
と
し
て
平
成

２２
年
１１
月
２６
日
か
ら
活
動

し
、
早
や
４
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
青
森
市
議
会
定
例
会
で
の
一
般
質
問
、
予

算
・
決
算
委
員
会
の
質
問
を
ま
と
め
、
主
な
内
容
を
記
載

し
て
い
ま
す
の
で
、ご
意
見
を
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
４
年
間
す
べ
て
の
定
例
会
で
一
般
質
問
を

し
、
可
能
な
限
り
生
活
に
密
着
し
た
質
問
を
主
に
取
り
上

げ
、
市
政
全
般
・
地
域
問
題
等
、
多
種
多
様
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

最
大
の
課
題
は
冬
期
間
の
雪
対
策
で
す
。こ
の
間
豪
雪

が
続
き
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
を
頂
き
、
青
森
市
に
住
ん

で
い
て
、
全
て
の
事
業
よ
り
優
先
し
て
恒
常
的
な
雪
対
策

を
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。常
に
夢
を
追
い
続
け
、
地

域
全
体
に
恒
常
的
な
雪
対
策
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
設
置
可
能
な
場
所
か
ら
の
設
置
を
求
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
地
域
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
よ
う
、
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
森
市
議
会
議
員　
　

藤
田　

ま
こ
と

市役所庁舎建設に係る

プロポーザル審査委員会条例案・大差で可決

平成26年第3回定例会（９月議会）

可決された主な議案



平
成
26
年
第
3
回
定
例
会
（
9
月
議
会
）
一
般
質
問

１
．庁
舎
整
備
に
つ
い
て

庁
舎
建
設
の
早
期
着
工
に
向
け
、
提
案
さ
れ

た
庁
舎
建
設
の
基
本
計
画
の
改
訂
内
容
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
経
過
、
議
論
を
踏
ま
え
て

改
訂
し
た
の
か
、
ま
た
市
民
意
識
調
査
結
果
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

答
弁　

３
，
０
０
０
名
を
無
作
為
に
抽
出
、
回

収
件
数
１
，
４
５
３
件
、
回
収
率
４
８
．４
％
と

な
っ
た
。概
ね
６
～
７
割
が
市
の
考
え
方
（
現

場
所
建
設
）に
賛
同
し
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
踏
ま
え
て
基
本
計
画

の
改
訂
を
行
っ
た
。

＝
主
な
改
訂
内
容
＝

○
基
本
計
画
に
「
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
」
を
追

加
記
載

○
新
庁
舎
に
必
要
な
機
能
と
し
て
、
会
議
室
等

の
市
民
開
放
に
つ
い
て
検
討

○
設
計
段
階
に
お
け
る
新
庁
舎
機
能
等
の
検

討
イ
メ
ー
ジ
を
追
加
記
載

○
資
金
計
画
に
つ
い
て
、
合
併
特
例
債
の
活
用

な
ど
、現
在
の
資
金
計
画
を
踏
ま
え
修
正

○
消
費
税
が
８
％
に
な
っ
た
事
か
ら
全
体
事

業
費
を
修
正

○
現
在
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
整
備
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
修
正

２
．富
田
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て

富
田
ポ
ン
プ
場
の
整
備
の
進
捗
状
況
と
、
地

下
に
埋
設
さ
れ
る
雨
水
幹
線
を
冬
期
間
の
融

雪
対
策
利
用
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
い
た

だ
し
た
。

答
弁　

平
成
１２
年
７
月
、
平
成
１９
年
１１
月
の

集
中
豪
雨
の
浸
水
被
害
を
受
け
、
調
査
の
結

果
、
自
然
流
下
が
困
難
な
地
区
で
あ
り
、
平
成

２４
年
７
月
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
認
可
を
受
け
、
工

業
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
、
３
，
３
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
を
取
得
、
現
在
土
木
工
事
を
実
施

中
、
今
後
、
流
入
渠
、
地
下
構
造
物
、
ゲ
ー
ト
等

の
整
備
を
し
、平
成
２６
年
中
に
完
了
予
定
。

　

そ
の
後
、
雨
水
幹
線
工
事
、
ポ
ン
プ
場
建
設

工
事
、
そ
の
後
機
械
・
電
気
工
事
を
行
い
、
平

成
３１
年
度
供
用
予
定
す
る
。

＝
再
質
問
＝

　

地
下
に
埋
設
さ
れ
る
、
内
径
１
．６
５
メ
ー

ト
ル
、
長
さ　

約
４
２
０
メ
ー
ト
ル
の
雨
水
幹

線
、
約
９
０
０
ｍ³
の
空
間
（
２５
メ
ー
ト
ル×

１２

メ
ー
ト
ル×

１
メ
ー
ト
ル
に
水
を
張
っ
た
プ

ー
ル
、
３
個
分
）の
融
雪
利
用
や
、
埋
設
さ
れ
る

上
部
の
道
路
の
克
雪
対
策
に
利
用
す
る
よ
う

求
め
た
。

答
弁　

使
用
目
的
が
違
う
の
と
、
こ
れ
ま
で

例
が
な
い
の
で
、
地
下
空
間
が
克
雪
対
策
と
し

て
利
用
で
き
る
か
、
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

３
．道
路
冠
水
に
よ
る
通
行
不
能

箇
所
に
つ
い
て

  

新
田
３
丁
目
の
国
道
２
８
０
号
線
と
フ
ェ

リ
ー
大
橋
側
道
交
差
点
付
近
が
た
び
た
び
水

害
に
な
る
の
で
、
青
森
市
の
水
害
に
よ
る
道
路

の
通
行
止
め
さ
れ
た
箇
所
を
質
問
し
た
。

答
弁　

本
年
、
８
月
５
日
～
８
日
１７
時
ま
で

の
雨
量
は
、
月
降
水
量
平
年
値
１
２
２
．７
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
を
上
回
る
、
１
９
０
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
に
達
し
た
。６
日
６
時
～
７
時
に
は
、
３２
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
豪
雨
を
記
録
し
た
。

　

冠
水
箇
所
は
青
森
及
び
浪
岡
地
区
で
５６
カ

所
、
う
ち
青
森
地
区
５
カ
所
・
浪
岡
地
区
１
カ

所
で
通
行
止
め
と
な
っ
た
。

＝
要
望
＝

新
田
３
丁
目
の
国
道
２
８
０
号
線
と
フ
ェ
リ

ー
大
橋
側
道
交
差
点
付
近
の
水
害
の
解
消
に

向
け
て
、
市
は
道
路
を
管
理
し
て
い
る
県
と
連

携
を
取
っ
て
、早
急
に
対
応
を
求
め
た
。

４
．福
祉
行
政
に
つ
い
て

  

高
齢
者
見
守
り
体
制
の
民
間
事
業
者
な
ど

と
の
協
定
締
結
後
の
通
報
件
数
と
対
応
状
況

に
つ
い
て
示
せ
。

答
弁　

市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
出
来

る
よ
う
、
民
生
・
児
童
委
員
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
見
守
り
、
緊
急
通
報
装
置
を

貸
与
す
る
事
業
、
生
き
が
い
や
健
康
作
り
、
相

談
な
ど
の
場
を
提
供
す
る
事
業
、
地
域
住
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
訪
問
事
業
等
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、
高
齢
者
を
訪
問
す
る
民

間
事
業
者
と
協
定
を
結
び
、
２４
時
間
体
制
で
異

変
の
発
見
と
対
策
を
し
て
い
る
。

協
定
を
結
ん
だ
事
業
者
は
１３
団
体
で
、
こ
れ

ま
で
３
件
の
通
報
が
あ
り
、
そ
の
日
に
確
認
作

業
を
行
っ
た
。

平
成
22
年
第
１
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）

１
．流
雪
溝
に
つ
い
て

２
．除
雪
体
制
に
つ
い
て

３
．学
校
に
お
け
安
全
対
策
に
つ
い
て

４
．小
学
校
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い

て
５
．公
務
災
害
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

＝
要
望
＝

旧
青
年
の
家
に
つ
い
て

平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）

１
．障
が
い
者
の
た
め
の
お
む
つ
交
換
用
ベ
ッ

ト
に
つ
い
て

２
．全
市
的
な
「
市
民
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
12
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
構
想
の
推
進
に
つ
い
て

３
．市
営
バ
ス
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

４
．子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

５
．指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

６
．道
路
補
修
整
備
の
即
応
体
制
に
つ
い
て

平
成
23
年
第
2
回
定
例
会
（
6
月
議
会
）

１
．災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

２
．小
牧
野
遺
跡
に
つ
い
て

３
．業
務
委
託
料
の
積
算
に
つ
い
て

４
．農
林
水
畜
産
業
に
つ
い
て

平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
（
9
月
議
会
）

１
．耐
震
強
度
に
つ
い
て

２
．食
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
（
放
射
性
物
質

に
よ
る
被
爆
対
策
）

３
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

平
成
23
年
第
4
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）

１
．下
水
道
使
用
料
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

２
．高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
に
つ
い
て

３
．食
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

４
．災
害
時
の
避
難
場
所
及
び
非
常
食
の
管
理

に
つ
い
て

５
．危
機
管
理
室
の
組
織
体
制
に
つ
い
て

６
．学
校
給
食
の
放
射
線
対
策
の
そ
の
後
に
つ

い
て

こ
れ
ま
で
の
定
例
会
で
の
主
な
一
般
質
問



平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
（
3
月
議
会
）

１
．バ
ス
交
通
戦
略
に
つ
い
て

２
．集
団
食
中
毒
の
対
策
に
つ
い
て

３
．機
構
改
革
に
つ
い
て

４
．雪
対
策
に
つ
い
て

平
成
26
年
第
2
回
定
例
会
（
6
月
議
会
）

１
．ゴ
ミ
焼
却
処
理
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

＊
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
処
理
能
力
の
決
定
し

た
根
拠

＊
こ
れ
ま
で
の
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
と

今
後
の
減
量
化
策
に
つ
い
て

＊
余
剰
と
な
る
可
燃
ゴ
ミ
対
策
と
し
て
の
梨

の
木
清
掃
工
場
の
再
利
用
に
つ
い
て

２
．小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

＊
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
、
こ
れ

ま
で
の
給
食
実
施
状
況
に
つ
い
て

３
．障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
等
か
ら
の
物
品

調
達
方
針
に
つ
い
て

＊
障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
等
か
ら
の
物
品

調
達
方
針
の
取
り
組
み
状
況
と
、
平
成
25

年
度
の
調
達
実
績
に
つ
い
て

平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）

１
．政
治
姿
勢
に
つ
い
て

＊
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て   

２
．地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

＊
原
子
力
災
害
対
策
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

３
．本
庁
舎
建
て
直
し
に
つ
い
て

＊
市
役
所
庁
舎
の
耐
震
性
に
つ
い
て

＊
市
役
所
庁
舎
の
建
設
手
法
に
係
る
事    

業
手
法
に
つ
い
て

４
．青
森
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

＊
職
員
提
案
制
度
に
つ
い
て

５
．雪
対
策
に
つ
い
て

＊
除
排
雪
費
の
契
約
の
見
直
し
に
つ
い
て

＊
除
排
雪
作
業
の
方
法
に
つ
い
て

＊
除
排
雪
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

＊
除
排
雪
重
機
の
効
率
的
稼
働
に
つ
い
て

＊
市
が
直
接
、
除
排
雪
が
で
き
る
体
制
に
つ

い
て

＊
財
政
問
題
に
つ
い
て

６
．指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

＊
地
域
性
の
高
い
施
設
運
営
に
つ
い
て

７
．紙
の
削
減
に
つ
い
て

＊
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
会
議
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て

８
．災
害
時
に
つ
い
て

＊
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
事
業
の
概
要

に
つ
い
て

９
．福
祉
避
難
場
所
に
つ
い
て

＊
視
覚
障
が
い
者
・
聴
覚
障
が
い
者
・
知
的

障
が
い
者
・
肢
体
不
自
由
者
・
病
弱
者
・

身
体
虚
弱
等
者
・
災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
場
所
に
つ
い
て

平
成
24
年
第
２
回
定
例
会
（
6
月
議
会
）

１
．高
齢
者
・
障
が
い
者
の
見
守
り
に
つ
い
て

２
．指
定
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の

監
査
に
つ
い
て

３
．消
防
職
員
委
員
会
の
開
催
状
況
と
消
防
長

の
処
理
と
反
映
状
況
に
つ
い
て

４
．青
森
市
消
防
団
の
出
動
手
当
に
つ
い
て

平
成
24
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）

１
．清
掃
行
政
に
つ
い
て

＊
処
分
手
数
料
に
つ
い
て

＊
減
免
申
請
書
に
つ
い
て

２
．道
路
整
備
に
つ
い
て

＊
ね
ぶ
た
運
行
コ
ー
ス
に
つ
い
て

３
．農
作
物
被
害
に
つ
い
て

＊
被
害
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

４
．雪
対
策
に
つ
い
て

＊
通
学
路
に
つ
い
て

＊
雪
寄
せ
場
に
つ
い
て

＊
バ
ス
路
線
に
つ
い
て

＊
苦
情
処
理
対
策
に
つ
い
て

＊
狭
隘
道
路
の
除
雪
方
針
に
つ
い
て

＊
雪
処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）

１
．学
校
で
の
A
E
D
使
用
に
つ
い
て

２
．市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

３
．霊
園
に
つ
い
て

４
．道
の
駅
に
つ
い
て

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）

＝
恒
久
的
な
雪
対
策
に
つ
い
て
＝

１
．河
川
水
を
利
用
し
た
簡
易
流
雪
溝
に
つ
い

て
２
．側
溝
で
の
地
熱
利
用
の
簡
易
融
雪
溝
つ
い

て
３
．浪
岡
不
燃
物
処
分
場
の
二
次
調
査
の
進
捗

状
況

４
．宅
地
分
譲
に
つ
い
て
（
富
田
３
丁
目
の
工

業
高
校
跡
地
の
分
譲
地
の
課
題
）

５
．町
名
変
更
に
伴
う
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ

い
て

６
．生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
扶
養
能
力
調
査

の
目
的
と
手
法
に
つ
い
て

◇
こ
れ
ま
で
の
雪
対
策
の
質
問

◇
新
年
度
予
算
に
調
査
費
の
要
望

平
成
25
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）

１
．情
報
公
開
に
つ
い
て

＊
行
政
文
書
の
開
示
請
求
に
つ
い
て

＊
体
制
に
つ
い
て

２
．水
道
部
の
裁
判
に
つ
い
て

＊
裁
判
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

３
．除
雪
に
つ
い
て

＊
昨
年
度
の
除
排
雪
費
が
増
大
し
た
理
由

＊
機
材
の
直
営
管
理
に
よ
る
除
排
雪
体
制
の

確
立

＊
普
通
交
付
税
に
除
雪
費
と
し
て
算
入
さ
れ

た
額
は
い
く
ら
か

◇
市
独
自
に
予
防
接
種
を
し
な
い
理
由

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）

◇
新
田
地
区
の
洪
水
に
つ
い
て

１
．洪
水
・
土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

２
．下
水
道
に
つ
い
て

３
．市
営
住
宅
に
つ
い
て

　

○
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
つ
い
て

　

○
公
開
抽
選
方
式
に
つ
い
て

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）

１
．情
報
管
理
に
つ
い
て

２
．建
物
が
建
設
で
き
な
い
宅
地
に
つ
い
て

３
．イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
防
止
対
策

に
つ
い
て

４
．市
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い

て



１
．蜂
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て

空
き
家
や
生
活
困
窮
者
宅
に
付
い
た
蜂
の

巣
駆
除
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
弁　

基
本
的
に
所
有
者
が
責
任
を
持
っ
て

駆
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
空
き
家
等
の
駆
除
が
困
難
な
世
帯

に
対
し
て
は
、
周
辺
生
活
者
に
影
響
の
無
い
よ

う
に
、随
時
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

２
．ね
ぶ
た
に
つ
い
て

就
職
や
大
学
等
で
、
県
外
に
行
っ
た
と
き

に
、
対
人
関
係
を
良
好
に
す
る
た
め
、
青
森
市

の
ね
ぶ
た
の
知
識
が
役
に
立
つ
思
う
の
で
、

小
・
中
学
校
に
お
け
る
、
ね
ぶ
た
祭
り
に
関
す

る
学
習
の
現
状
と
小
中
学
生
が
無
料
の
ね
ぶ

た
の
家
ワ
・
ラ
ッ
セ
の
利
用
状
況
を
聞
い
た
。

答
弁　

小
学
校
で
は
主
に
総
合
的
な
学
習
の

場
や
特
別
活
動
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
ね
ぶ
た
の
歴
史
や
隊
列
の
き
ま
り

に
つ
い
て
本
を
調
べ
た
り
、
ね
ぶ
た
師
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
す
る
学
習
、
ワ
ラ
ッ
セ
を
訪

問
し
、
実
物
の
大
き
さ
体
験
や
作
り
方
を
理
解

す
る
学
習
、

伝
統
あ
る
ね

ぶ
た
絵
コ
ン

ク
ー
ル
に
向

け
て
の
作
品

作
り
の
た
め

の

絵

画

活

動
、
高
校
生

の
指
導
に
よ

る
小
学
生
の

金
魚
ね
ぶ
た

制
作
体
験
、

市
内
約
３０
校
の
中
学
生
が
参
加
し
て
い
る
ね

ぶ
た
囃
子
や
小
・
中
学
校
と
連
携
し
た
地
域

ね
ぶ
た
の
運
行
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
へ
の
１
，

０
０
０
人
以
上
の
跳
人
・
囃
子
方
等
で
の
子

ど
も
た
ち
の
参
加
、
各
中
学
校
の
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
チ

ー
ム
に
よ
る
、
ね
ぶ
た
運
行
へ
の
手
助
け
や
Ｐ

Ｒ
活
動
な
ど
の
、
机
上
や
体
験
を
通
し
た
学
習

を
し
て
い
る
。

ワ
ラ
ッ
セ
の
利
用
状
況
は
開
館
後
３
年
半

で
約
６
，
１
０
０
人
の
小
中
学
生
が
利
用
し
て

い
る
。小
学
生
は
主
に
２
・
３
年
生
が
ね
ぶ
た

学
習
の
た
め
、
中
学
生
で
は
主
に
２
年
生
が
職

場
体
験
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。青
森
市
の
子

ど
も
た
ち
が
ね
ぶ
た
祭
の
歴
史
を
理
解
し
、
世

界
に
誇
る
祭
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
的
に

学
べ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

３
．事
業
系
可
燃
ご
み
の
減
量
化

　

に
つ
い
て

余
剰
ご
み
の
大
半
が
事
業
系
可
燃
ご
み
で

あ
る
事
か
ら
、
そ
の
減
量
化
対
策
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

答
弁　

市
で
は
、
事
業
系
可
燃
ご
み
の
排
出

事
業
者
が
会
員
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
古
紙
回

収
業
者
が
定
期
的
に
無
料
で
紙
類
を
回
収
す

る
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
制
度
を
積
極
的
に
周
知

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
紙
類
の
減
量
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
当
該
制
度
を

周
知
す
る
た
め
、
事
業
所
の
訪
問
箇
所
数
を
ふ

や
し
、会
員
数
の
増
加
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

平
成
２５
年
度
会
員
数　
　
　

１
４
１
店
舗

　

主
な
業
種

　
　

建

設

業
２０
店
舗
・
金
融
機
関
１９
店
舗

　
　

公
共
機
関
１３
店
舗
・
医
療
機
関
１２
店
舗

こ
れ
ま
で
の
予
算
委
員
会
で
の
質
問
と
要
望

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会（
12
月
議
会
）

●
補
正
予
算
（
最
終
処
分
場
の
水
処
理
施
設

改
修
の
予
算
）
に
つ
い
て

●
非
常
時
の
学
校
外
の
学
童
保
育
場
所
へ
の

移
動
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

●
青
森
市
浪
岡
の
最
終
処
分
場
に
近
接
す
る
、

閉
鎖
さ
れ
て
い
る
民
間
産
業
廃
棄
物
処
分

場
に
つ
い
て

平
成
25
年
第
1
回
定
例
会（
3
月
議
会
）

●
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
の
職
員

の
解
雇
問
題
に
つ
い
て

●
油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て

●
重
度
心
身
障
が
い
者
移
動
支
援

　

（
タ
ク
シ
ー
券
等
）対
策
事
業

●
給
与
削
減
に
つ
い
て

●
住
民
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て

＝
要
望
＝

○
危
険
家
屋
に
つ
い
て
（
片
屋
根
へ
の
雪
止
め

の
設
置
）

○
庁
舎
に
つ
い
て（
改
修
へ
の
考
え
）

○
特
別
支
援
学
校
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

○
学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
対
策
の
フ

ィ
ル
ム（
避
難
経
路
へ
の
対
策
）の
設
置

○
国
道
７
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
新
青
森
駅
東
口

の
進
入
に
つ
い
て（
除
雪
の
徹
底

平
成
25
年
第
2
回
定
例
会（
6
月
議
会
）

●
流
・
融
雪
溝
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

●
津
波
対
策
に
つ
い
て
（
海
抜
表
示
の
設
置
に

つ
い
て
）

●
情
報
公
開
に
つ
い
て

●
公
園
の
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
取
り
替

え
に
つ
い
て

＝
要
望
＝

○
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専

用
P
C
の
配
置
に
つ
い
て

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会（
12
月
議
会
）

●
学
校
給
食
費
、保
育
料
の
未
納
に
つ
い
て

●
下
水
道
使
用
料
の
徴
収
と
収
納
対
策
に
つ

い
て

●
緊
急
減
災
・
防
災
事
業
債
に
つ
い
て

●
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

＝
要
望
＝

○
ホ
タ
テ
ガ
イ
母
貝
確
保
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
の
暖
房
用
燃
料
費
の
確
保
に
つ

い
て

平
成
26
年
第
1
回
定
例
会（
3
月
議
会
）

●
青
森
市
原
子
力
災
害
対
策
計
画
に
つ
い
て

●
新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
対
策
に
つ

い
て

＝
再
質
問
＝

●
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興

公
社
で
の
解
雇
問
題
に
つ
い

て
●
市
職
員
の
健
康
管
理
体
制
に

つ
い
て

平
成
26
年
第
2
回
定
例
会

（
6
月
議
会
）

●
ゴ
ミ
焼
却
計
画
の
減
量
化
に

つ
い
て

●
市
職
員
の
採
用
辞
退
に
つ
い

て
＝
要
望
＝

○
市
の
所
管
す
る
、
木
の
管
理

体
制
に
つ
い
て

平
成
26
年
第
3
回
定
例
会（
9
月
議
会
）

　

予
算
委
員
会
で
の
質
問
と
要
望

☆ご意見・ご要望をお待ちしています☆

社民党・市民の会控室　藤田 まこと

TEL:017-734-5692　FAX:017-722-8902
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